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～オール御坊のまちづくり～

　御坊市では、御坊市まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みとして、市民の皆さんのアイデアやパワー、
ＮＰＯやボランティア団体が持つ先駆性や専門性を生かしたまちづくりのために、市民の皆さんの自主的な取り
組みに対して支援を行う『御坊市協働支援事業』を実施しています。昨年度の募集テーマは「地域資源の発掘・
発信」「地域の居場所づくり」で、市の審査により３団体を採択、それぞれ補助金20万円を交付し、協働で事業
を実施しました。
　今回の３事業のうち１事業が「地域資源の発掘・発信」、２事業が「地域の居場所づくり」の取り組みで、い
ずれも実施団体のみなさまのパワーと地域愛にあふれた協働事業にふさわしい事業となりました。

事 業 名：
目　　的：

実施内容：

団体ＰＲ：

先ず健康！！そして生きがいづくり【テーマ：地域の居場所づくり】
中高齢者が、健康でいきいきと生活が送れるよう、吹き矢を通して
心身の健康を維持するとともに、仲間と出会い、生きがいをつくる。
今年発足し、誰でも参加できる初心者向けのスポーツ吹矢教室を定
期開催、３月には競技会を実施。
月２回程度勤労青少年ホームで開催しています。スポーツ吹矢は誰で
も気軽に楽しめ、また、健康にも大変良いと言われています。御坊市
吹矢愛好会は初めての方も大歓迎です。私達と一緒に吹き矢を楽しみ
ませんか。参加希望の方は𠮷村まで＜𠮷村　勲　0738-23-5269＞

◇御坊市吹矢愛好会：御坊市島　　会長：𠮷村　勲

事 業 名：
目　　的：

実施内容：
団体ＰＲ：

御坊こども食堂事業および学習支援事業 【テーマ：地域の居場所づくり】
フードバンク事業やこども食堂事業、学習支援事業を通じて食品ロスを削減させることにより、資
源の有効活用、食品廃棄コスト削減、貧困問題やそれに伴う学力問題に対する取り組み、地域コ
ミュニティの活性化に貢献する。
年間72回の御坊こども食堂および学習支援事業の実施。参加料は子ども無料、大人300円／回。
皆様のおかげで、少しずつではありますが、参加者やボランティアの方も増えてきています。子ど
もが安心して食事でき、幅広い世代のコミュニケーションの場として新たな居場所になればと考え
ています。こども食堂の活動を継続していくためには、人材・資金・提供食糧品が不足しています。
活動を継続していくために、より多くのボランティアやご支援を募り、活動を持続していきたいと
思います。

◇特定非営利活動法人フードバンク和歌山：湯川町財部　　理事長：古賀　敬教

事 業 名：

目　　的：
実施内容：

団体ＰＲ：

熊野古道　御坊市塩屋区内における歴史文化等活用事業
【テーマ：地域資源の発掘・発信】
塩屋区内の古道沿いにおける歴史文化等活用事業
①種痘の普及に尽力した医師の羽山維碩をはじめ羽山家３代の功績
を後世に伝えるため、羽山家跡地（現森畠医院）に羽山家顕彰プレ
ートの設置の他、羽山家を紹介する冊子やリーフレットを作成。
②塩屋区内の熊野古道沿いの見どころを紹介するため、散策マップ
の看板設置やリーフレットの作成に加えて、塩屋王子神社の歴史を
紹介するリーフレットを作成。
今後、羽山家の顕彰プレートや散策マップは、地域の語り部と協力
しながら活用し、塩屋区の歴史文化、見どころなど魅力をＰＲして
いきたい。今回作成したパンフレットやリーフレットは各所で配布
予定なので、皆様ぜひご覧になって、実際に訪れてみてください。

◇塩屋文化協会：塩屋町北塩屋　　会長：溝口　善久

▲３月の競技会の様子

▲森畠医院前の羽山家プレート

▲散策マップ看板は2か所に設置


